　本日は、１１月の定例の理事会にご参集を頂き、ありがとうございます。
　さて、来年が診療報酬改定ということで、中医協の動向が気になるところでありますが、新聞等では、財政諮問審議会のほうでは、消費税に見合う点数はつけるが、毎年増える社会保障費を考えると、プラス改定はあり得ないと主張しているようですが、厚労省は、中医協の場で、健常者への治療は得るが、高齢者が増え、一般の歯科医療機関と専門性の高い歯科医療機関の連携を充実させれるために、全身疾患をもつ患者への診療を評価する視点をうちだしているようで、そのほかに、①各ライフステージの口腔機能の変化に着目した対応②歯の喪失リスク増加に伴う対応の三点を議題としてしめしているようです。

まあ、我々としては、それよりも何よりも日常臨床で良く使うルーテインな項目の点数アップを願っているのですが、どうなるか注目していきたいと思います。

会の方も本当に多くの事業をこなしてきまして、あとは、今週の土曜日の医療連携の講習会が大きなものとなりますが、これから、来期に向けて、色々と事業に対する検証をお願いしたいとおもいます。
それから、今年、新入会員が２名入って、今のところ会計状態は順調だとおもいますが、何といっても今後終身会員が増加することが予想されますので、この為の、対策を来年度はしっかりと議論したいと思います。

また、この前の社保の講習会でも、わかるように、新規指導が厳しいようなので、非会員をどうすることもできませんが、何かあれば、岩歯全体のイメージもさがってくるわけですから、この辺も考えていかなければならないと思います。

ことしは、また、厳しい冬が予想されていますので、体に気をつけて頑張ってほしいと思います。

　本日は、ご参集ありがとうございました。
